











































































の分野でなされてきた研究が参考になるだろう｡なかで も Haliday &







































(5) 石原 ｢なんというか,非常に神経の過敏な,汚デ1)ケ- トな人間に限
ってれ ライティングのときに左から着-矯正すると視神経障害を
起こすんだ,とアメリカの専門医に言われたことがあります｡｣



































































































































｢待ってくれ｡｣という命令 ･依頼には ｢はい｡｣と言って待つこと, ｢い















































































































































































































































































































10) ただし関西方言では ｢ナラ｣の系列の接続語 (共通語の ｢ソレナラ｣に対す
る ｢ホンナラ｣ ｢ホナ｣等)を ｢転換｣として使うことができる｡
用例出典















Halliday,M.A.K.& R.}iasan(1976)Cohesion in English.Cambridge:
CambridgeUniversityPress.
蓮沼昭子 (1990) ｢対話における ｢だから｣の機能｣第4回目本譜文法談話会レジ
ュメ
市川 孝 (1962) ｢文章論｣文化庁 (編) 『国語シリ-ズ 国語教養編7文章表現
法の問題』 (『覆刻文化庁国語シリー ズⅩ 文章の構成 ･表現』(1975)
教育出版に再録)
44
市川 孝 (1965) ｢文章論と方法｣特技誠記 ･遠藤嘉基 (編) 『口語文法講座 1
口語文法の展望』明治書院
井出 至 (1973) ｢接続詞とは何か-研究史 ･学説史の展望-｣鈴木 ･林 (編)
所収
神尾昭雄 (1990) 『情報のなわはり理論』大修館書店
北野浩葦 (1989) ｢｢しかし｣と ｢ところが｣-日東語の逆説系接続詞に関す る一
考察-｣ 『言語学研究』8
宮地 裕 (1983) ｢二文の順接 ･逆接｣ 『日本語学』2-12
森岡健二 (1973) ｢文章展開と接続詞 ･感動詞｣鈴木 ･林 (宿)所収
森L悼郎 (1989) ｢コミュニケーションにおける聞き手情報一聞き手情報配慮 ･非




佐治圭三 (1975) ｢接続詞の分類｣ 『月刊文法』2-12
佐治圭三 (1987) ｢文章中の接続語の機能｣山口明穂 (編) 『国文法講座6 時代
と文法一現代語』明治書院
坂原 茂 (1985) 『日常言語の推論』東大出版会




鈴木一彦 ･林巨樹 (編)(1973)『品詞別日本文法講座6 接続詞 ･感動詞』明治書
院
鈴木一彦･林巨樹 (編)(1984)『研究資料日本文法4 修朗句独立句編 副詞 ･連
体詞 ･接続詞 ･感動詞』明治書院
山森良枝 (1990) ｢接続詞の二類型と談話の情報構造- ｢つまり｣と ｢だから｣を
手がかりに-｣ 『日本語学』9T5
(文学部日本学科助手)
